
初
瀬
川
健
増
の
『
漆
樹
栽
培
書
』

　

会
津
の
初
瀬
川
健
増
と
言
え
ば
、
明
治
期
に
漆
樹
の
栽
培

や
漆
の
掻
き
取
り
技
術
の
調
査
・
研
究
に
貢
献
し
た
人
物
と

し
て
よ
く
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
ろ
う
。

　

健
増
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
代
表
的
な
漆
樹
栽
培
の
技
術
書

で
あ
る
『
漆
樹
栽
培
書
』
は
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）

に
版
権
免
許
が
お
り
、
会
津
の
宮
城
三
平
の
検
閲
を
経
て
有

隣
堂
か
ら
「
勧
農
叢
書
」
の
一
冊
と
し
て
上
梓
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
の
続
編
は
、
同
じ
シ
リ
ー
ズ
で
明
治
二
十
二

年
に
有
隣
堂
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
明
治
二
十
八
年
の
再
版
に

際
し
て
、
正
編
に
は
オ
ラ
ン
ダ
領
事
館
書
記
官
の
レ
ヲ
ン
・

ヴ
ァ
ン
・
ド
・
ポ
ル
デ
ル
の
題
字
が
加
え
ら
れ
、
新
た
に
図

版
を
多
く
採
り
入
れ
、
増
補
訂
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

刊
行
の
目
的
は
、
主
に
海
防
や
国
産
の
漆
樹
栽
培
の
振
興

に
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
撰
種
・
苗
圃
・
整
地
・
製
蝋
・

製
蝋
器
具
図
解
説
・
漆
液
抓
採
・
漆
液
ノ
品
位
・
漆
液
掻
採

用
具
図
解
な
ど
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
。

　

上
図
は
、
増
訂
版
の
正
編
で
、
製
蝋
器
具
図
解
説
の
部
分

で
あ
る
。
第
一
図
は
、
木
実
採
鎌
と
い
う
漆
の
実
を
採
る
た

め
の
道
具
で
、
杉
や
竹
の
柄
に
鎌
を
嵌
め
、
第
二
図
の
よ
う

に
下
か
ら
突
き
落
と
す
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
。
漆
樹
の
幹
に

は
、
漆
液
を
採
取
す
る
た
め
に
鉋
で
引
い
た
横
線
の
痕
跡
が

見
え
て
い
る
。
第
三
図
は
、
木
実
揉
の
様
子
で
、
梯
子
と
二

つ
に
割
っ
た
竹
を
組
み
合
わ
せ
、
房
状
に
な
っ
た
木
実
を
盛

り
、
両
方
か
ら
押
し
て
摺
り
付
け
、
粒
の
実
に
し
た
。

　

第
四
図
の
矢
は
、
斧
折
樺
や
山
桑
な
ど
堅
い
木
で
造
ら
れ

た
楔
で
あ
る
。
第
五
図
は
槌
で
、
斧
折
樺
・
山
桑
・
山
梨
な

ど
の
木
を
用
い
た
。
第
六
図
は
、
欅
や
槻
か
ら
造
ら
れ
た
形

と
い
う
道
具
で
、
第
七
図
は
形
の
裏
面
で
あ
る
。
第
八
図
は
、

蝋
胴
と
称
し
、
欅
を
材
料
と
し
て
造
ら
れ
て
い
る
。
蝋
の
粉

を
入
れ
た
麻
製
の
蝋
袋
を
形
で
両
側
か
ら
挟
み
、
そ
れ
を
蝋

胴
の
穴
に
入
れ
、
矢
を
左
右
の
凸
部
の
穴
に
差
し
込
ん
で
槌

で
た
た
い
て
圧
搾
し
た
の
で
あ
る
。 

（
渡
邉 

智
裕
）
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福
島
県
内
を
舞
台
と
し
た
比
較
的
知
ら

れ
て
い
る
謡
曲
と
し
て
、
「
黒
塚
」
（
観
世

流
で
は
「
安
達
原
」
）
や
「
摂
待
」
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
ふ
く
し
ま
に
ゆ
か
り
の
あ
る

人
物
と
そ
の
伝
説
が
素
材
と
な
っ
た
演
目

と
な
る
と
、
さ
ら
な
る
広
が
り
を
み
せ
る

こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
坂
上
田
村
麻
呂

に
ま
つ
わ
る
伝
説
は
、
今
日
で
も
田
村
市

や
田
村
郡
に
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

　

謡
曲
の
「
田
村
」
は
、
室
町
時
代
に
成

立
し
た
も
の
で
、
二
番
目
物
に
あ
た
る
。

こ
の
演
目
の
作
者
は
、
室
町
時
代
の
能
作

者
世
阿
弥
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
詳
細

に
つ
い
て
は
分
か
っ
て
い
な
い
。

　

左
の
「
田
村
」
は
、
『
観
世
流
謡
内
百

番
』
二
十
冊
の
う
ち
の
第
一
冊
で
、
宝
暦

八
年
（
一
七
五
八
）
二
月
に
京
都
二
条
通

御
幸
町
西
へ
入
ル
町
の
山
本
長
兵
衛
に

よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
新
板
で
あ
る
。
こ
の

謡
本
は
、
杉
内
重
義
家
寄
贈
文
書
の
中
に

あ
り
、
二
十
冊
と
も
揃
っ
て
い
る
。

　

「
田
村
」
は
、
勝
修
羅
三
番
の
ひ
と
つ

で
、
勝
修
羅
と
は
勝
ち
戦
の
武
将
を
主
人

公
と
し
た
修
羅
能
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

演
目
は
、
前
場
と
後
場
か
ら
成
り
、
そ
の

梗
概
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

東
国
の
僧
（
ワ
キ
）
が
京
都
に
上
り
、

三
月
の
半
ば
に
清
水
寺
を
訪
れ
る
。
そ
こ

に
箒
を
持
っ
た
童
子
（
前
シ
テ
）
が
現
れ
、

地
主
権
現
に
仕
え
る
者
で
あ
る
と
名
乗

り
、
清
水
寺
の
来
歴
を
語
る
。
ま
た
、
童

子
が
近
隣
の
名
所
を
挙
げ
て
い
る
と
、
や

が
て
日
が
暮
れ
て
夜
桜
の
映
え
る
宵
を
迎

え
る
。
童
子
は
、
実
は
坂
上
田
村
麻
呂
の

化
身
で
あ
り
、
舞
い
な
が
ら
田
村
堂
の
中

に
消
え
、
こ
こ
で
前
場
が
終
わ
る
。

　

後
場
に
な
る
と
、
僧
の
前
に
清
水
寺
の

門
前
の
者
が
現
れ
、
清
水
寺
の
縁
起
を
語

る
と
と
も
に
、
童
子
は
お
そ
ら
く
田
村
麻

呂
の
化
身
で
あ
ろ
う
と
言
い
、
僧
に
供
養

の
読
経
を
勧
め
る
。
僧
が
法
華
経
を
読
経

し
て
い
る
と
、
武
者
姿
の
田
村
麻
呂
の

霊
（
後
シ
テ
）
が
立
ち
現
れ
る
。
田
村
麻

呂
は
、
か
つ
て
勅
命
を
受
け
て
鈴
鹿
山
へ

兵
を
進
め
、
清
水
寺
に
あ
る
千
手
観
音

に
参
っ
て
願
を
か
け
、
千
手
観
音
の
御
加

護
に
よ
っ
て
鬼
神
を
退
治
し
た
こ
と
を
語

り
、
後
場
は
終
わ
る
。 

（
渡
邉 

智
裕
）

　

磐
前
郡
中
島
村
（
現
い
わ
き
市
）
名
主

文
書
に
は
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
頃

に
弘
法
稗
の
栽
培
法
を
書
写
し
た
「
〔
弘

法
稗
又
者
八
石
稗
作
方
〕
」
（
江
尻
英
夫
家

文
書
二
四
七
）
が
伝
わ
る
。
弘
法
稗
は
イ

ネ
科
の
一
年
草
「
シ
コ
ク
ビ
エ
」
の
別
称

で
、
強
健
で
収
量
が
高
い
性
質
を
讃
し
た

名
称
と
み
ら
れ
、
弘
法
大
師
が
も
た
ら
し

た
言
い
伝
え
も
あ
る
。
近
世
期
、
稗
は
備

荒
食
で
あ
り
、
人
々
の
関
心
も
薄
か
っ
た

が
、
弘
法
稗
は
大
き
な
注
目
を
集
め
た
。

　

そ
の
栽
培
法
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

八
十
八
夜
前
後
の
十
日
程
を
目
安
と
し
、

一
畝
に
三
勺
程
の
種
を
蒔
き
育
苗
を
行
な

う
。
入
梅
の
頃
、
苗
が
五
寸
程
に
伸
び
た

ら
植
え
付
け
時
で
、
千
鳥
懸
で
苗
を
植
え

る
。
畑
は
砂
地
や
石
交
じ
り
の
土
地
が
好

ま
し
く
、
根
は
深
く
伸
び
る
。
そ
の
後
、

水
肥
（
下
肥
）
を
二
、
三
度
や
り
、
中
耕

を
一
回
、
草
取
り
を
一
回
行
な
う
。
草
丈

は
三
尺
か
ら
五
尺
程
に
成
長
し
、
八
月
中

旬
に
は
赤
色
に
穂
が
実
り
始
め
、
爪
で
収

穫
す
る
。
収
穫
し
た
穂
は
再
び
実
る
た

め
、
八
月
下
旬
ま
で
四
、
五
度
収
穫
で
き

る
。
茎
殻
は
牛
馬
に
与
え
る
と
良
い
。
畑

一
畝
に
二
斗
か
ら
八
斗
収
穫
で
き
、
一
反

で
八
石
穫
れ
る
た
め
八
石
稗
と
も
呼
ば
れ

る
。
穂
は
干
し
た
後
、
水
に
入
れ
て
唐
臼

で
挽
き
、
一
升
挽
く
と
一
升
三
合
の
粉
に

な
る
。
こ
の
粉
を
ヨ
モ
ギ
や
琉
球
芋
と
混

ぜ
合
わ
せ
、
蒸
し
て
餅
に
す
る
と
非
常
に

美
味
し
い
。
ま
た
、
粉
を
湯
に
入
れ
て
湯

捏
ね
し
て
炙
る
と
非
常
に
柔
ら
か
い
。

　

本

書

の

栽

培

法

は
、

天

保

二

年

（
一
八
三
一
）
十
二
月
に
邇に

ま摩
郡
今
浦
村

（
現
島
根
県
大
田
市
）
庄
屋
の
亀
左
衛
門

が
提
唱
し
た
も
の
で
あ
る
。
亀
左
衛
門
は

伯ほ
う

耆き

国
（
現
鳥
取
県
中
西
部
）
海
岸
で
栽

培
さ
れ
て
い
た
弘
法
稗
の
強
健
さ
と
収
量

の
高
さ
に
目
を
付
け
、
種
稗
と
栽
培
法
を

地
元
に
持
ち
帰
っ
て
広
め
、
大
森
代
官
も

領
内
で
試
作
を
勧
め
た
。
時
が
経
ち
、
弘

化
元
年
正
月
に
は
、
代
官
・
奉
行
衆
の
間

で
も
弘
法
稗
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
亀
左

衛
門
の
栽
培
法
は
書
写
で
各
代
官
領
に
広

ま
っ
た
。
本
書
も
小
名
浜
代
官
を
介
し
写

さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
田
島
代
官

領
で
も
弘
法
稗
栽
培
が
普
及
し
て
お
り
、

か
つ
て
弘
法
稗
が
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。 

（
小
野 

孝
太
郎
）

坂
上
田
村
麻
呂
ゆ
か
り
の

　
　
　
　
　
　

謡
曲
「
田
村
」
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近
世
後
期
に
お
け
る

　
　
　
　

弘
法
稗
の
栽
培
法



　

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
一
月
三
日
、

京
都
南
郊
の
鳥
羽
街
道
に
お
い
て
、
旧
幕

府
軍
と
薩
摩
藩
兵
の
戦
闘
が
始
ま
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
で
あ
る
。

　

こ
の
戦
い
に
会
津
藩
兵
が
参
加
し
て
い

た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に

も
、
保
原
出
身
の
医
師
が
戦
闘
を
間
近
で

目
撃
し
て
い
た
。
そ
の
体
験
を
聞
き
取
っ

た
書
状
に
よ
る
と
、
証
言
者
は
「
保
原
医

者
ニ
而
、
公
儀
医
江
附
添
難
儀
候
仁

（
マ
マ
）

物
」

で
、
開
戦
か
ら
敗
北
、
さ
ら
に
は
江
戸
へ

の
撤
退
ま
で
旧
幕
府
軍
と
行
動
を
共
に
し

て
い
る
。

　

当
初
、
旧
幕
府
軍
は
戦
闘
を
予
期
し
て

い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
「
薩
長
之
敵
人
、

此
鳥
羽
ト
申
処
ニ
忍
び
居
り
、
味
方
を
目

掛
て
不
意
ニ
大
砲
を
打
放
さ
れ
、
一
時
に

び
っ
く
り
致
候
」
と
あ
る
。
戦
闘
は
翌
日

ま
で
続
き
、
旧
幕
府
軍
の
負
傷
者
は
二
百

人
ほ
ど
、
死
亡
者
も
三
十
人
に
の
ぼ
っ
た

と
い
う
。
「
保
原
医
者
」
は
、
そ
の
治
療

や
介
護
の
た
め
、
慌
た
だ
し
く
戦
場
を
駆

け
巡
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
後
、
会
津
藩
兵
の
奮
闘
も
む
な
し

く
、
五
日
昼
頃
よ
り
敗
色
が
濃
厚
と
な

り
、
さ
ら
に
六
日
に
は
友
軍
の
津
藩
（
藤

堂
家
）
が
「
変
心
」
し
た
こ
と
で
、
七
日

に
な
る
と
旧
幕
府
軍
一
行
は
紀
州
を
目
指

し
て
退
却
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
同
日
、
新
政
府
が
徳
川
慶
喜
追

討
令
を
発
し
た
こ
と
で
、
慶
喜
は
会
津
藩

主
松
平
容
保
ら
を
連
れ
て
江
戸
に
戻
っ
て

し
ま
い
、
残
さ
れ
た
兵
士
た
ち
も
ま
た
紀

州
藩
よ
り
蒸
気
船
を
借
り
て
江
戸
へ
と
帰

還
す
る
。

　

こ
の
「
保
原
医
者
」
が
何
者
で
あ
る
か

は
定
か
で
な
い
が
、
幕
府
御
用
医
師
の
許

へ
修
行
も
し
く
は
奉
公
に
出
て
い
た
村
医

者
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
累
代
の
旗
本
・
御
家
人
と
は
思

わ
れ
ず
、
戦
評
も
「
公
儀
之
勢
ハ
誠
ニ
弱

し
」
と
手
厳
し
く
、
「
只
々
強
キ
者
会
津

公
斗
り
、
会
津
公
人
数
無
之
候
ハ
バ
皆
殺

し
ニ
も
可
相
成
や
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

幕
末
期
と
も
な
る
と
、
こ
の
「
保
原
医

者
」
の
よ
う
に
地
域
や
身
分
の
枠
を
越
え

て
活
躍
す
る
人
々
が
現
れ
、
思
い
も
よ
ら

ぬ
形
で
戊
辰
戦
争
と
関
わ
る
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。 

（
山
田 

英
明
）

　

戊
辰
戦
争
の
開
戦
後
、
慶
応
四
年

（
一
八
六
八
）
三
月
、
海
路
で
仙
台
に
入
っ

た
奥
羽
鎮
撫
総
督
（
新
政
府
軍
）
は
、
会

津
領
に
向
け
仙
台
藩
兵
を
進
軍
さ
せ
た
。

翌
四
月
、
会
津
藩
と
の
戦
闘
に
備
え
る
た

め
、
同
総
督
は
仙
台
藩
に
対
し
軍
事
拠
点

の
構
築
を
命
じ
、
信
達
両
郡
の
桑
折
郡
司

代
支
配
下
の
村
で
人
夫
が
集
め
ら
れ
砲
台

場
・
土
手
が
築
か
れ
た
。
本
誌
第
二
十
六

号
の
藤
田
村
（
現
国
見
町
）
砲
台
場
を
は

じ
め
、
同
時
期
の
伊
達
郡
西
根
郷
・
信
夫

郡
南
部
で
の
軍
事
拠
点
構
築
の
実
態
を
知

る
上
で
、
当
館
の
史
料
が
有
用
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
結
成
に
よ

り
新
政
府
軍
と
の
開
戦
を
決
め
た
仙
台
藩

は
、
先
の
砲
台
場
等
の
活
用
と
増
強
を
行

な
い
、
新
政
府
軍
が
領
土
に
迫
る
と
信
達

両
郡
を
防
衛
線
と
し
た
。
左
図
（
佐
藤
五

兵
衛
家
文
書
七
八
）
は
、
こ
の
頃
築
か
れ

た
と
み
ら
れ
る
伊
達
郡
石
母
田
村
（
現
国

見
町
）
硯
石
山
南
西
麓
の
砲
台
場
の
絵
図

で
、
同
年
七
月
に
名
主
の
五
兵
衛
ら
が
描

か
せ
た
。
上
が
北
に
あ
た
り
、
朱
色
は
道
、

青
色
は
川
を
示
し
、
東
西
に
奥
州
街
道
が

走
り
、
南
北
に
滝
川
が
流
れ
、
川
の
東
の

小
道
は
集
落
・
真
言
宗
西
宮
院
へ
続
く
。

小
道
の
東
が
硯
石
山
で
、
丘
陵
上
に
は
西

に
向
か
っ
て
半
円
形
の
砲
台
場
が
描
か
れ

て
い
る
。
黄
色
は
砲
台
場
敷
地
、
灰
色
は

土
手
を
示
し
、
敷
地
三
畝
三
歩
、
土
手
の

長
さ
十
六
間
半
と
記
さ
れ
て
い
る
。
土
手

は
北
・
西
部
に
切
れ
目
が
二
ヶ
所
あ
り
、

射
撃
口
の
「
砲
眼
」
と
み
ら
れ
る
。
丘
陵

下
に
岩
を
刳く

り
貫
い
た
横
穴
「
蝦
夷
穴
」

の
描
写
が
あ
り
、
こ
れ
に
因
み
「
硯
石
ゑ

ぞ
穴
之
上
御
臺
場
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
上
図
と
別
に
、
硯
石
山
南
麓
の

砲
台
場
の
絵
図
（
同
文
書
七
九
）
も
あ
り
、

こ
ち
ら
は
敷
地
二
畝
二
十
七
歩
、
土
手
の

長
さ
十
六
間
、
西
向
き
に
一
ヶ
所
の
砲
眼

が
描
か
れ
て
い
る
。
両
図
は
、
砲
台
場
の

完
成
を
報
告
し
、
同
敷
地
の
年
貢
減
免
を

願
い
出
る
た
め
描
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
同
年
九
月
「
御
臺
場
潰
地
并

く
れ
切
地
其
外
取
調
書
上
帳
」
（
同
文
書

八
四
）
等
と
併
せ
て
分
析
す
る
に
、
少
な

く
と
も
石
母
田
村
に
は
、
字
硯
石
に
砲
台

場
三
基
・
陣
屋
一
ヶ
所
・
番
屋
二
ヶ
所
、

字
駒
場
山
に
番
兵
陣
場
一
ヶ
所
、
字
丸
山

に
砲
台
場
一
基
が
築
か
れ
た
。
な
お
、
陣

屋
・
砲
台
場
に
は
基
本
的
に
仙
台
藩
兵
等

が
詰
め
た
が
、
番
兵
陣
場
に
は
竹
槍
で
武

装
し
た
村
人
が
詰
め
、
間
道
の
見
張
り
も

村
人
が
務
め
た
。 

（
小
野 

孝
太
郎
）
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〔書状〕（堀江正樹家文書 641）

村
人
た
ち
の
戊
辰
戦
争
５

戊
辰
戦
争
と

　
　

石
母
田
村
の
軍
事
拠
点



　

当
館
に
は
様
々
な
歴
史
資
料
が
収
蔵
さ

れ
て
い
る
が
、
な
か
で
も
利
用
頻
度
が
高

い
の
が
「
明
治
・
大
正
期
の
福
島
県
庁
文

書
」
と
呼
ば
れ
る
史
料
群
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
明
治
・
大
正
期
の
福
島
県
庁

で
作
成
・
収
受
し
た
行
政
文
書
の
集
合
体

で
あ
り
、
県
の
施
策
の
決
定
過
程
な
ど
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
県
内

外
か
ら
多
く
の
近
代
史
研
究
者
が
来
館

し
、
行
政
文
書
が
綴
ら
れ
た
簿
冊
を
熱
心

に
読
み
込
ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
利
用
者
の
関
心
は
簿
冊

の
内
容
に
集
中
し
が
ち
で
あ
る
が
、
整

理
・
保
存
を
担
当
す
る
立
場
か
ら
す
る

と
、
そ
の
形
態
に
も
興
味
深
い
情
報
が
秘

め
ら
れ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
書
物
を
立
て
た
時
に
下
側

（
底
）
に
な
る
「
地
」
の
部
分
で
あ
る
。

通
常
、
史
料
を
利
用
す
る
際
に
、
こ
の
部

分
を
気
に
す
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い

が
、
明
治
期
の
簿
冊
を
よ
く
見
る
と
、
ほ

ぼ
す
べ
て
に
文
字
が
記
入
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
気
付
く
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
は
、
簿
冊
を
平
積
み
に
し
て
も
内

容
が
分
か
る
よ
う
に
表
題
な
ど
を
書
き
込

ん
だ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
反
対
側
（
上

部
の
「
天
」
）
に
は
何
も
記
載
さ
れ
て
お

ら
ず
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
明
治
期
の
福
島

県
庁
で
は
、
江
戸
時
代
と
同
様
に
、
簿
冊

の
天
を
奥
に
、
地
を
手
前
に
し
て
、
平
積

み
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
次
に
気
に
な
る
の
は
、

そ
の
よ
う
な
配
架
方
法
が
、
い
つ
頃
ま
で

行
な
わ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
う
し
た
日
常
的
な
事
柄
は
記
録
に

残
り
づ
ら
く
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
分

か
ら
な
い
が
、
地
の
状
況
を
見
る
限
り
、

大
正
期
が
一
つ
の
転
機
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

　

そ
れ
と
い
う
の
も
、
明
治
末
期
か
ら
大

正
期
に
か
け
て
、
記
載
の
な
い
地
が
現
わ

れ
始
め
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の

頃
よ
り
簿
冊
を
縦
置
き
す
る
よ
う
に
な

り
、
地
へ
の
記
載
が
不
要
に
な
っ
て
い
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
た
時
、
併
せ
て
留
意

し
て
お
き
た
い
の
は
、
「
背
」
へ
の
記
載

で
あ
る
。
平
積
み
に
よ
る
配
架
の
場
合
、

背
の
部
分
に
表
題
を
記
す
必
要
は
な
い
。

な
ら
ば
、
現
在
の
背
表
紙
は
、
縦
置
き
が

一
般
化
し
た
後
に
、
改
め
て
追
加
さ
れ
た

も
の
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
県
庁
文
書

を
め
ぐ
る
謎
は
尽
き
な
い
。
（
山
田 

英
明
）

　

展
示
関
係
で
は
、
三
回
の
収
蔵
資
料
展

を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
四
月
二
十
二

日
か
ら
七
月
三
十
日
ま
で
、
「
檜
枝
岐
村

文
書
の
世
界
」
と
題
し
て
、
檜
枝
岐
村
村

政
百
年
の
記
念
に
、
同
教
育
委
員
会
か
ら

寄
託
さ
れ
て
い
る
史
料
を
展
示
し
、
檜
枝

岐
村
の
景
観
や
生
業
、
口
留
番
所
の
役
割

な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
九
月

九
日
か
ら
十
二
月
二
十
四
日
ま
で
、
「
奥

会
津
の
古
文
書
―
長
谷
部
家
文
書
の
魅

力
」
と
題
し
て
、
福
島
県
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
長
谷
部
家
文
書
を
展
示

し
、
奥
会
津
の
産
業
や
口
留
番
所
、
戊
辰

戦
争
時
の
様
子
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
一
月
二
十
日
か
ら
三
月
十
八
日

ま
で
の
「
新
公
開
史
料
展
」
で
は
、
『
福

島
県
歴
史
資
料
館
収
蔵
資
料
目
録
第
四
八

集
』
に
採
録
し
た
「
佐
藤
五
兵
衛
家
文
書
」

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
本
年
が
戊
辰
戦

争
開
戦
一
五
〇
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

戊
辰
戦
争
関
係
史
料
も
展
示
し
ま
し
た
。

　

館
外
の
展
示
で
は
、
福
島
県
立
博
物
館

で
九
月
二
十
三
日
か
ら
十
二
月
十
日
ま

で
、
福
島
県
立
図
書
館
で
一
月
五
日
か
ら

二
月
十
二
日
ま
で
「
檜
枝
岐
村
文
書
の
世

界
」
の
移
動
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ル
ム
上
映
会
は
「
日
本
の
伝
統
文

化
」
と
題
し
、
六
月
十
七
日
、
八
月
十
九

日
、
十
月
十
四
日
の
三
回
開
催
し
、
炭
焼

き
や
曲
げ
物
作
り
な
ど
の
日
本
の
伝
統
的

な
生
業
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

古
文
書
講
座
は
八
月
十
九
日
、
九
月
二

日
・
十
六
日
・
三
十
日
の
四
回
実
施
し
、

テ
キ
ス
ト
に
は
「
檜
枝
岐
村
文
書
」
を
使

用
し
ま
し
た

　

地
域
史
研
究
講
習
会
で
は
、
当
館
の
学

芸
員
の
他
に
中
央
学
院
大
学
の
白
水
智
先

生
と
只
見
町
教
育
委
員
会
の
渡
部
賢
史
氏

を
お
招
き
し
て
、
史
料
か
ら
読
み
解
く
山

村
で
の
生
活
の
様
子
な
ど
を
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
見
町
、
棚
倉
町
、
相
馬
市
、

い
わ
き
市
（
二
回
）
で
開
催
さ
れ
た
講
演

会
に
講
師
を
派
遣
し
、
計
五
回
の
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

　

収
蔵
資
料
の
整
理
も
継
続
し
て
実
施

し
、
本
年
度
は
森
山
区
有
文
書
（
国
見
町
）

な
ど
の
史
料
を
中
心
に
採
録
し
、
三
月
末

に
収
蔵
資
料
目
録
を
刊
行
予
定
で
す
。

　

こ
の
他
、
九
月
に
は
、
大
学
の
博
物
館

実
習
生
七
名
を
受
け
入
れ
、
六
日
間
に

亘
っ
て
実
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
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